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鏡
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一

　
肥
前
島
原
藩
の
飛
地
領
た
る
［
豊
州
御
領
］
は
、
豊
前
国
・
豊
後
国
の
二
国
二
郡
に
亘
り
、
九
十
九
ケ
村
か
ら
な
っ
て
い
た
。
こ

の
自
然
的
な
村
落
は
、
行
政
的
意
図
の
も
と
、
五
つ
の
組
に
統
括
さ
れ
、
豊
州
御
領
は
、
都
合
五
絹
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
五
組
の
各
絹
を
日
常
的
に
所
管
す
る
の
が
絹
庄
屋
、
す
な
わ
ち
天
庄
屋
で
あ
っ
た
。

　
五
絹
と
は
、
宇
佐
郡
山
蔵
絹
・
橋
津
組
、
・
長
洲
祖
及
び
国
東
部
の
高
田
絹
・
田
染
組
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
各
絹
天
庄
屋
は
、
そ
れ

ぞ
れ
貢
米
氏
・
僑
津
氏
、
・
長
洲
氏
こ
昌
田
氏
・
河
野
氏
を
称
し
、
日
常
所
管
の
執
務
上
は
右
の
姓
、
若
し
く
は
、
祖
名
を
用
い
て
著

名
、
あ
る
い
は
称
名
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

　
彼
ら
の
内
、
田
染
天
庄
屋
の
河
野
氏
の
・
裔
に
伝
え
ら
れ
た
の
が
、
こ
こ
に
と
り
上
げ
る
「
田
染
水
鏡
」
で
あ
る
。

　
肥
前
松
平
氏
の
島
原
藩
六
万
九
〇
〇
〇
石
の
成
立
は
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
で
あ
り
、
松
平
忠
房
が
同
年
丹
波
国
福
知
山
か

ら
入
射
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

　
当
松
平
氏
は
、
島
原
人
封
と
同
時
に
、
豊
前
・
豊
後
の
国
境
附
近
す
な
わ
ち
、
宇
佐
郡
、
国
東
郡
の
内
に
飛
地
を
与
え
ら
れ
た
が

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
豊
州
御
領
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
島
原
藩
の
成
立
に
至
る
ま
で
の
、
当
地
方
に
お
け
る
支
配
者
の
経
緯
と
、
絹
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『
田
染
水
鏡
』
に
つ
い
て

庄
屋
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

七
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
大
正
十
五
年
（
一
五
八
七
ご
、
大
友
氏
の
豊
後
一
国
へ
の
敵
対
、
更
に
文
禄
二
年
、
朝
鮮
の
役
の
失
敗
に
基
ず
く
完
全
除
対
は
、

そ
の
家
臣
団
の
動
向
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
例
え
ば
、
本
村
氏
の
如
く
、
そ
の
家
臣
団
の
中
に
は
、
大
友
氏
と
と
も
に
殉
教
的
に
、
自
ら
自
家
を
亡
ぼ
す
方
向
を
選
ぶ
も
の
も

少
な
く
な
か
っ
た
。

　
こ
の
外
、
彼
ら
の
時
代
へ
の
対
処
の
方
策
は
、
帰
農
化
へ
の
方
針
を
選
ぶ
も
の
、
農
山
村
に
入
っ
て
、
村
の
支
配
者
に
転
向
す
る

も
の
な
ど
、
様
々
の
事
例
を
見
た
。

　
彼
ら
中
世
期
土
豪
層
の
、
近
肌
初
期
に
於
け
る
こ
う
し
た
動
向
は
、
ひ
と
り
そ
の
家
系
の
系
譜
的
浮
沈
に
関
す
る
問
題
ば
か
り
で

な
く
、
そ
の
他
の
地
方
社
会
に
お
け
る
社
会
経
済
的
先
進
性
、
後
進
性
と
し
て
の
評
価
の
問
題
と
も
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
い
わ
ゆ
る
豊
臣
政
権
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
西
海
道
豊
前
豊
後
を
主
体
と
し
た
中
・
北
部
九
州
に
お
け
る
大
友
氏
の
権
力
は
、

反
比
例
的
に
崩
壊
し
て
行
く
。

　
そ
の
決
定
的
契
機
は
、
大
正
十
四
年
の
対
島
津
氏
と
の
「
豊
薩
戦
争
」
で
あ
り
、
こ
の
大
友
・
島
津
氏
の
対
立
の
間
隙
を
、
誠
に

巧
妙
に
利
用
し
た
の
は
、
全
国
制
覇
を
目
指
す
秀
吉
で
あ
っ
た
。

　
大
正
十
五
年
、
島
津
氏
の
豊
後
進
攻
を
機
に
、
こ
れ
に
干
渉
し
た
秀
吉
は
、
大
友
氏
の
領
国
削
減
の
口
述
を
作
り
、
結
果
と
し
て

豊
前
に
そ
の
重
臣
黒
川
孝
高
を
配
置
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
黒
田
氏
の
支
配
体
制
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
は
、
旧
土
豪
層
の
廃
除
で
あ
り
、
宇
都
宮
氏
の
討
滅
は
、
そ
の
最
た
る
好
例
で
あ
ろ
う
。

　
天
正
に
続
く
支
禄
の
役
で
、
大
友
氏
が
豊
後
一
国
を
も
除
国
さ
れ
る
と
、
秀
吉
は
、
い
ち
早
く
彼
の
「
馬
廻
衆
」
な
ど
の
近
臣
団

を
、
旧
大
友
支
配
領
国
に
配
置
す
る
と
同
時
に
、
検
地
を
実
施
し
て
、
支
配
の
完
徹
を
図
っ
た
。

　
慶
長
五
年
、
関
ケ
原
の
没
に
呼
応
し
て
、
豊
後
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
石
川
原
合
戦
」
は
、
大
友
氏
の
叫
興
を
志
向
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②

す
る
大
友
義
統
の
、
時
代
錯
誤
的
な
挙
動
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、
ま
だ
こ
れ
に
同
調
す
る
旧
土
豪
㈲
の
数
多
存
在
し
た
事
実
こ
そ
重
大

な
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
没
後
、
黒
旧
氏
が
筑
前
博
多
に
転
封
し
、
豊
前
Ｔ
国
及
び
豊
後
国
二
部
（
国
東
及
び
速
見
）
に
は
、
細
川
忠
興
が
入
射
し
た
。
石

高
三
十
九
万
石
の
近
世
大
名
と
し
て
で
あ
っ
た
。

　
細
川
氏
の
、
領
国
支
配
の
注
目
点
は
、
そ
の
在
地
支
配
の
形
態
で
あ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
「
手
水
制
」
の
創
始
と
、
「
惣
庄
屋
」
の
・
設
置
と
で
あ
る
。

　
こ
の
細
川
氏
は
、
寛
永
九
年
、
肥
後
に
転
封
に
な
る
が
、
そ
の
間
の
豊
前
豊
後
支
配
時
代
の
領
国
行
政
に
関
す
る
実
態
は
、
い
ま
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だ
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
手
水
制
及
び
惣
庄
屋
の
創
始
に
関
す
る
面
に
お
い
て
は
然
り
で
あ
ろ
う
。

　
幸
い
に
し
て
、
我
々
は
、
細
川
氏
が
小
食
滞
時
代
の
元
和
八
年
に
調
製
し
た
「
小
倉
藩
人
畜
改
帳
」
な
る
史
料
を
共
有
し
て
い
る
。

　
こ
の
人
畜
改
帳
は
、
細
川
氏
の
郷
村
支
配
、
及
び
領
内
郷
村
の
実
情
を
あ
る
程
度
う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
細
川
氏
は
、
農
村
行
政
の
組
織
と
し
て
、
自
然
的
な
村
落
を
行
政
的
に
総
括
し
て
、
数
ケ
村
か
ら
十
数
ケ
村
を
支
配
す
る
行
政
区

画
た
る
「
手
水
」
を
置
き
、
そ
の
管
理
者
と
し
て
惣
庄
屋
を
任
命
し
た
。

　
こ
の
惣
庄
屋
の
系
譜
は
、
一
部
を
除
け
ば
明
ら
か
で
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
例
と
し
て
次
表
に
示
す
如
く
、
概
し
て
そ
の
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特
高
は
二
・
三
十
石
か
ら
多
く
は
数
十
石
に
及
ぶ
石
高
を
所
有
し
、
そ
の
家
内
人
数
も
十
数
人
と
い
う
規
模
を
も
ち
、
こ
の
数
字
は

ド
人
を
含
む
大
家
族
的
な
家
員
構
成
の
階
層
で
あ
り
、
更
に
は
彼
ら
が
一
覧
表
に
見
る
通
り
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
今
日
尚
存
続
し
て
い

る
村
落
名
を
祢
し
て
い
る
こ
と
は
、
少
く
と
も
、
中
世
的
な
村
落
を
基
盤
と
し
た
土
豪
層
階
級
に
属
す
る
器
た
ち
で
あ
っ
た
ら
し
い

こ
と
は
、
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
階
層
が
、
惣
庄
屋
と
し
て
起
用
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
土
着
性
の
強
さ
の
故
で
あ
り
、
ま
た
一
面
に
は
支
配
側
か
ら
の
懐

柔
的
政
策
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
事
は
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
政
権
交
替
の
志
向
に
大
き
く
矛
盾
す
る
重
大
な
問
題
で
も
あ
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
秀
吉
の
検
地
政
策
で
代
表
さ
れ
る
如
く
、
近
世
政
権
は
、
中
世
的
な
在
地
権
力
や
、
大
家
族
長
制
を
否
定
す
る
こ
と
に

目
的
を
置
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
在
地
性
の
強
い
、
族
長
的
な
階
層
を
、
い
ま
だ
に
起
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
態
こ
そ

問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
先
に
示
し
た
表
の
例
に
よ
る
と
宇
佐
郡
だ
け
で
元
和
八
年
の
人
畜
帳
に
は
、
惣
庄
屋
十
五
名
が
数
え
ら
れ
る
。
し
か
し
翌
元
和
九

年
の
史
料
に
よ
る
と
、
こ
の
中
か
ら
欄
末
の
四
名
の
名
が
消
え
、
※
印
の
二
名
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　
僅
か
一
年
の
間
に
、
手
水
庄
屋
の
任
兪
に
か
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
た
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
史
料
的
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
か
、
こ
の
原
因
は
彼
ら
彼
起
用
器
層
の
動
向
に
対
す
る
領
主
側
の
極
め
て
機
敏
な
対
応
姿
勢
に
あ

っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
今
、
そ
の
具
体
的
な
例
を
見
よ
う
。

　
時
代
は
若
干
下
る
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
の
十
一
月
、
宇
佐
郡
山
本
平
水
の
惣
庄
屋
た
る
山
本
少
左
衛
門
が
、
細
川
忠
和
の
命
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『
田
染
水
鏡
』
に
つ
い
て

八
〇

に
よ
っ
て
出
牢
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
少
左
衛
門
の
入
牢
の
原
因
に
つ
い
て
は
史
料
的
に
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
史
に
宍
に
よ
る
限
り

そ
れ
以
前
に
す
で
に
入
牢
の
身
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
更
に
は
、
こ
の
出
牢
が
裁
判
の
為
で
あ
っ
た
。

　
結
果
の
み
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
の
山
本
少
左
衛
門
事
件
は
、
当
時
の
郡
奉
行
た
る
上
田
忠
左
衛
門
と
の
対
立
に
起
囚
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
原
因
と
は
郡
奉
行
上
田
忠
左
衛
門
と
惣
庄
屋
少
左
衛
門
と
の
問
に
お
け
る
米
穀
売
買
に
ま
つ
わ
る
問
題
か
ら
生
ず
る

確
執
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
少
左
衛
門
は
終
励
的
に
は
処
刑
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
問
題
は
、
細
川
氏
の
直
往
的
な
行
政
官
と
し
て
の
郡
奉
行
上
田
氏
と
、
村
側
を
代
表
す
る
花
畑
的
な
惣
庄
屋
た
る
山
本
氏
と

の
関
係
を
示
す
も
の
で
、
行
政
的
裁
量
権
（
郡
奉
行
）
と
任
地
的
権
力
（
惣
庄
屋
）
と
の
知
合
と
対
立
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

よ
う
。

　
こ
の
様
な
確
執
な
ど
の
為
に
、
一
部
に
は
旧
土
豪
的
系
譜
を
持
つ
惣
庄
屋
の
興
亡
は
あ
っ
た
に
し
ろ
、
彼
ら
の
内
の
大
部
分
は
、

以
降
、
大
庄
屋
と
し
て
定
着
し
て
、
江
戸
間
を
終
え
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
さ
て
、
本
小
橋
で
問
題
の
史
的
舞
台
と
な
る
地
域
は
、
近
世
間
を
通
じ
て
肥
前
島
原
領
の
飛
地
と
な
っ
て
い
た

　
こ
の
地
方
が
寛
永
九
年
、
細
川
氏
の
肥
後
転
封
の
あ
と
、
小
笠
原
氏
領
と
な
り
、
こ
の
小
笠
原
氏
の
廃
絶
転
除

の
経
緯
を
得
て
、
島
原
松
平
氏
の
飛
地
と
な
っ
た
の
は
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
肥
前
島
原
領
飛
地
と
し
て
の
「
豊
州
御
領
」
の
石
高
及
び
村
構
成
な
ど
は
、
次
夫
の
如
く
で
あ
っ
た
。

剖⑤地
域
で
あ
る
。

の
の
ち
、
若
干



国　名 郡　名 組名 打数 石　　　高　　　　　　計

豊　閲

　　〃

　　/y

゛　後W.

　　Z/

宇　佐

国　東

長洲

僑津

山蔵

高川

田染

　９

１７

２３

２６

２４

　　　石　　　　　　　　　　石

３,６５９,８７３２　　　１０,７９２,４３３

３,５２３,０８１８　｝

３､５４６,４７８０　（１０．７２９,４３３０）

６,３４６,４６５６　　　１２,０９７,６０６６

５,７５１,１４６ｏ　

｝

（！ ２,０９７,６１１６）

計 ２ ５ ９９

　　　　　石　　　　　　　　　　石

（２２,８２７,０３４６）　　百足ぶ昌

史
　
学
　
論

叢

　
こ
の
松
平
氏
は
、
告
祇
の
時
代
の
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）

ド
総
宇
都
宮
の
戸
田
忠
盈
と
所
領
の
交
替
が
あ
り
、
豊
州
御
領

も
一
時
、
戸
田
氏
の
も
と
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
安
永
三
年

　
（
一
仁
七
四
）
、
松
平
告
知
の
時
代
に
肥
前
の
旧
封
に
帰
封
と

な
っ
た
た
め
に
、
飛
地
も
再
び
島
原
領
に
帰
し
た
。

　
こ
の
飛
地
の
落
石
高
に
対
す
る
石
高
比
は
ほ
ぼ
四
〇
％
に
達

し
、
当
落
に
と
っ
て
は
経
済
的
に
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め

た
た
め
、
国
東
部
高
田
の
芝
崎
に
「
高
田
役
所
」
を
設
け
、
そ

こ
に
は
本
落
か
ら
役
人
が
派
遣
さ
れ
た
。

　
こ
の
飛
他
領
支
配
の
為
に
は
、
早
く
宝
玉
八
年
（
一
七
一
一
）

に
「
豊
州
村
々
江
申
渡
書
附
」
及
び
「
豊
州
連
々
在
方
江
申
付

条
目
」
を
発
布
し
、
そ
の
後
の
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
「
豊
州
奉
公
人
定
書
」
を
発
す
る
な
ど
し
て
、
飛
地
頭
支
配
の

完
徹
を
図
っ
た
。

　
こ
の
飛
地
領
は
九
十
九
ケ
村
か
ら
成
り
、
組
は
五
組
、
そ
の

構
成
は
上
表
に
示
し
た
如
く
で
あ
っ
た
。

　
今
こ
こ
で
問
題
と
す
る
「
田
染
水
鏡
」
の
著
者
、
高
田
卯
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一

Ｉ

５

ｊ



　
　
　
　
　
『
田
染
水
鏡
』
に
つ
い
て

助
は
、
こ
の
う
ち
高
田
組
の
大
庄
屋
役
を
勤
め
た
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

八
二

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
田
染
水
鏡
」
を
伝
世
す
る
田
染
粗
大
庄
屋
河
野
氏
も
、
中
世
に
系
譜
を
引
く
地
方
土
豪
で
あ
っ
た
。

河
野
氏
は
、
そ
の
姓
か
ら
も
予
測
さ
れ
る
如
く
、
平
姓
は
越
智
姓
で
そ
の
早
飯
に
鋼
す
る
家
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

こ
の
田
染
河
野
氏
の
近
世
初
期
以
来
の
系
譜
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

河
野
民
部
少
輔
　
　
河
野
次
郎
作
・
四
郎
兵
衛
　
　
河
野
長
五
郎
・
権
之
允
　
　
河
野
犬
肋
・
四
郎
兵
衛

①
通
氏
－
・
－
②
通
友

慶
長
九
年
大
庄
屋
　
慶
長
十
二
年
大
庄
屋

⑥
通
倫

久
治
、
・
所
助
　
⑦

⑧

③
通
保

¬

通
衛

④
通
右

安
永
九
年
犬
庄
屋
　
　
　
（
通
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
保
二
年
犬
庄
屋

‰
ぽ
ぼ⑨

成
通

こ
の
河
野
氏
が
、
当
粗
大
庄
屋
に
任
命
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
系

⑤
又
三
郎
・
所
助

１
通
恒
－
―
－
Ｉ

　
大
和
元
年
大
庄
屋

図⑧
」
は
、
次
の
如
く
伝
え
て
い
る
。

（
上
略
）
細
川
越
中
守
殿
、
豊
前
ハ
郡
、
豊
後
之
内
速
見
郡
・
国
東
郡
、
以
上
十
郡
拝
領
被
成
、
則
小
倉
江
御
入
部
也
、
而
慶
長



五
年
丿
御
検
地
初
り
、
同
八
年
二
相
済
申
由
匝
、
御
領
内
仕
置
等
、
難
治
之
儀
典
多
之
、
因
之
、
国
司
其
段
御
苦
労
披
思
召
、
旧

知
案
内
之
在
役
人
、
出
結
石
之
者
ヲ
Ｕ
で
す
、
Ｔ
圧
所
二
Ｉ
人
宛
什
立
置
可
然
ト
被
思
召
、
兼
て
目
心
立
置
郡
代
中
仙
周
防
守
田
中
巡

見
之
上
、
其
在
所
在
所
三
面
呼
出
、
不
謂
是
非
号
惣
庄
屋
ト
披
申
付
也

　
右
の
記
述
中
に
は
、
片
手
の
疑
問
も
所
在
し
な
い
で
は
な
い
が
、
か
な
り
信
ぴ
ょ
う
性
の
高
い
内
容
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
河
野

氏
の
如
き
旧
土
豪
層
が
、
そ
の
経
済
性
以
外
に
、
文
化
的
素
養
が
相
当
高
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
時
代
が
若
干
ド
る
と

は
い
え
、
此
の
階
層
の
家
に
伝
世
さ
れ
る
書
籍
類
を
見
て
も
察
せ
ら
れ
る
所
で

作
ろ
う
。

　
　
「
田
染
水
鏡
」
は
、
そ
の
表
紙
に
よ
る
と
、
ぶ
式
に
は
単
に
「
水
鏡
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
見
返
し
に
は
、

　
此
水
鏡
は
、
高
田
卯
之
肋
請
書
之
内
よ
り
、
撰
抜
占
例
と
な
る
べ
き
を
録
し
て
、
全
部
三
巻
也
、

と
見
え
て
い
る
。
し
か
し
、
目
録
を
記
す
ペ
ー
ジ
の
巻
の
見
出
し
に
よ
る
と
、
「
水
鏡
・
中
之
巻
」
及
び
「
水
鏡
・
下
巻
」
の
名
の

み
が
見
え
、
上
巻
の
名
は
所
見
し
な
い
。

　
　
「
水
鏡
・
上
之
巷
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
の
如
何
な
る
も
の
か
却
る
術
は
な
い
が
、
冊
子
表
紙
に
、
「
水
鏡
・
全
」
と
見
え
る

こ
と
や
、
内
容
的
に
は
、
中
巻
目
録
の
第
一
煩
が
、
「
芝
崎
古
城
之
事
」
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
が
も
と
も
と
中
巻
・
下

巻
で
Ｉ
ま
と
ま
り
の
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
特
に
目
録
を
内
容
構
成
的
に
見
る
時
、
島
原
藩
豊
州
御
領
の
中
心
と
な
っ
た
高
田
役
所
の
所
在
す
る
芝
崎
の
由
緒
を

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



　
　
　
　
　
『
田
染
水
鏡
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

冒
頭
に
述
べ
る
こ
と
は
、
そ
の
書
式
か
ら
し
て
こ
の
推
察
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
更
に
巻
末
に
は
、

　
　
中
ノ
巻
　
　
　
渡
辺
徹
郎
　
写

　
　
ド
ー
ノ
巻
　
　
　
河
野
直
配
　
写

　
天
保
ハ
酉
四
月
、
全
と
成

と
見
え
る
こ
と
は
、
こ
の
推
察
を
決
定
的
に
す
る
。

　
さ
て
、
こ
の
「
水
鏡
」
が
編
述
さ
れ
た
意
図
に
は
、
周
知
の
「
鈍
物
」
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
歴
史
物
語
の
名
に
ヒ
ン
ト
の
あ
る
で

あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
こ
私
は
先
に
「
監
郡
右
置
」
と
巌
眺
録
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
執
睨

録
の
編
者
が
ヽ
巻
末
に
述
べ
た
「
往
占
を
写
し
て
、
以
て
今
後
の
治
政
臨
機
の
規
法
と
す
る
」
と
云
う
精
神
は
、
ま
さ
に
、
こ
の

　
「
水
鏡
」
の
編
纂
意
図
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
正
確
に
は
、
歴
史
的
著
述
と
し
て
の
占
い
歴
史
物
語
と
、
規
矩
を
主
体

と
す
る
こ
の
水
鏡
や
執
眺
録
と
を
全
く
混
同
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
「
水
鏡
」
は
村
雨
に
必
要
な
政
務
の
判
例
言
で
あ
り
、
「
年
数
推
移
、
当
時
難
相
用
条
目
有
之
二
村
」
　
と
云
う
様
に
、
時
代
の

推
移
に
と
も
な
う
旧
法
令
の
効
用
の
退
化
を
意
識
し
て
、
新
法
令
の
流
布
を
徹
底
す
る
志
向
の
中
に
も
、
「
至
干
今
立
米
法
例
に
、

弥
無
違
背
様
二
河
申
村
」
と
述
べ
ら
れ
る
如
く
、
封
建
治
政
の
根
本
理
念
は
、
幕
藩
治
政
の
初
頭
の
精
神
に
あ
っ
た
。
時
代
が
大
き

く
転
辺
す
る
時
代
に
は
、
往
々
に
し
て
、
哲
学
的
、
文
学
的
に
注
目
す
べ
き
著
作
の
出
現
す
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
冗
長
な
駄
弁
を
展

開
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
ら
著
述
の
内
容
は
、
そ
れ
が
過
去
に
対
す
る
感
傷
的
な
諦
観
で
あ
れ
、
世
人
を
意
識
改
革
す
る
目
的
か

ら
の
主
張
で
あ
れ
、
は
た
ま
た
現
実
に
対
す
る
認
識
不
足
か
ら
生
ず
る
単
な
る
エ
ゴ
的
主
張
で
あ
れ
、
後
人
が
そ
の
時
代
の
移
行
の



過
程
を
推
察
す
る
為
の
絶
好
な
史
料
と
な
る
。

　
近
世
中
・
末
期
の
時
代
推
移
の
テ
ン
ポ
の
激
化
し
た
時
代
に
、
各
地
の
篤
志
家
や
知
識
人
層
に
よ
っ
て
編
纂
著
述
さ
れ
る
「
水
鏡
」

の
如
き
、
こ
の
種
の
著
作
は
、
そ
う
し
た
意
味
に
於
い
て
も
、
当
然
の
運
動
法
則
と
し
て
我
々
は
認
知
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
「
田
染
水
鏡
」
は
、
そ
の
内
容
を
、
次
の
如
く
構
成
す
る
。

　
　
水
鏡
中
之
巻
・
目
録

一
、
芝
崎
古
城
之
半

て
酒
造
株
国
違
譲
渡
不
相
成
条
半

一
、
寺
院
撞
鐘
再
興
不
相
成
候
彰

一
、
堰
郡
境
村
境
之
儀
二
付
、
被
仰
山
之
半

可
庄
屋
宅
普
請
御
定
之
彰

一
、
御
年
貢
二
相
納
候
穀
物
廻
御
定
之
事

可
御
役
所
御
門
外
江
山
居
候
目
安
箱
之
彰

一
、
御
囲
穀
之
事

　
　
史
　
学
　
論
　
叢

八
五



　
　
　
『
田
染
水
鏡
』
に
つ
い
て

一
、
神
事
仏
事
新
規
二
不
相
成
候
雅

一
、
用
水
苔
請
所
暮
慾
火
庄
屋
立
会
之
事

一
、
芝
崎
村
坂
之
上
町
出
来
之
単

一
、
寺
院
境
内
御
死
地
之
事

一
、
御
目
見
町
人
之
雅

一
、
組
頭
平
日
脇
差
取
計
之
事

て
御
折
戸
／
慎
取
計
之
事

一
、
火
庄
屋
丿
差
出
候
往
来
手
形
之
雅

一
、
出
火
取
計
向
兼
火
庄
屋
吟
昧
二
成
候
事

て
捨
子
取
計
方
之
雅

一
、
鐘
鋳
之
節
取
計
之
雅

て
天
台
宗
六
郷
山
寺
院
人
峯
之
単

一
、
山
枕
新
枕
部
渡
之
単

て
豊
州
御
頭
部
境
抗
之
単

一
、
菅
留
枕
許
菅
沼
之
節
、
穀
物
精
出
取
計
之
単

一
、
曹
澗
派
禅
宗
寺
、
江
胡
出
没
之
雅

一
、
立
石
部
頭
圭
様
汪
戸
部
上
ド
之
節
取
計
之
事

八
六



一
、
社
人
吉
田
宮
致
候
節
取
計
則
之
雅

　
　
　
　
附
、
古
田
官
職
二
村
、
肥
触
片
方
旧
家
よ
り
直
役
二
御
頼
状
之
雅

一
、
肥
高
札
場
練
練
堀
壁
瓦
葺
二
成
候
雅

一
、
添
御
高
札
場
出
来
之
雅

一
、
沖
勧
請
取
計
之
事

て
材
木
川
下
肥
差
留
之
事

一
、
御
料
徳
者
共
江
借
用
筋
二
村
、
御
触
之
雅

一
、
借
用
御
銀
出
所
二
村
、
肥
触
之
単

一
、
牛
馬
現
銀
売
買
規
定
之
単

て
四
日
市
肥
陣
屋
村
牛
馬
代
取
計
則
之
単

一
、
豊
州
者
島
原
江
大
高
不
相
成
候
単

一
、
御
役
所
御
添
状
無
之
て
は
、
御
目
見
不
成
候
単

　
下
巻
・
目
録

一
、
不
礼
の
者
戸
／
之
事

一
、
島
原
浪
人
取
扱
斗
近
領
風
聞
届
則
肥
沙
汰
之
事

一
、
七
十
歳
以
上
之
者
、
制
外
二
被
仰
山
候
事

一
、
他
所
銀
札
遣
ひ
御
差
留
之
事

　
　
史
　
学
　
論
　
叢

八
七



　
　
　
『
田
染
水
鏡
』
に
つ
い
て

一
、
算
所
踊
島
原
ニ
テ
毎
年
定
式
興
行
御
定
之
単

一
、
庄
屋
宅
表
座
敷
入
用
村
本
被
下
候
事

一
、
若
宮
・
忠
和
山
江
建
、
禁
制
御
高
札
之
単

一
、
寺
社
御
寄
附
高
之
単

一
、
旅
大
病
気
付
候
節
、
死
失
敗
計
二
付
、
御
触
之
事

一
、
旅
人
病
気
付
、
打
緒
帰
村
願
緒
立
取
計
之
単

一
、
旅
人
病
気
致
病
死
候
節
取
計
則
之
雅

一
、
行
撰
者
溺
死
溢
死
敗
計
之
雅

一
、
此
方
之
者
、
他
領
テ
ア
行
撰
相
梁
侯
敗
計
之
単

｝
、
臓
多
共
、
心
得
座
付
之
戸
／
披
仰
付
候
事

一
、
御
拝
弁
免
許
受
山
四
壁
材
本
渡
方
之
事

一
、
曹
澗
派
禅
宗
与
中
山
泉
福
寺
輪
番
之
雅

一
、
猪
鹿
狩
取
計
之
単

一
、
検
見
誓
詞
之
節
、
読
聞
候
起
請
文
之
単

一
、
上
来
縄
村
応
和
山
境
内
論
片
付
之
単

一
、
盲
人
共
惣
検
校
支
配
御
触
之
単

　
　
付
、
座
頭
官
職
致
候
節
敗
計
之
事

入
Ｘ

ノ
ノ



一
、
荒
地
帳
／
位
訳
計
書
上
二
相
成
涙
単

一
、
田
方
二
虫
付
涙
節
、
鯨
油
御
渡
方
願
涙
単

て
大
庄
屋
切
手
を
村
方
之
者
落
涙
節
取
計
之
単

　
　
但
、
犬
庄
屋
印
形
彫
刻
桐
被
下
置
涙
単

一
、
大
田
村
内
川
笛
橋
掛
二
付
、
僑
津
組
と
寄
合
掛
之
事

一
、
長
崎
江
定
問
早
出
来
涙
単

一
、
手
．
代
投
打
付
願
許
同
伜
見
習
願
之
単

　
　
付
、
手
代
結
氷
之
単

一
、
村
出
米
帳
司
役
所
汀
出
し
司
改
受
涙
単

一
、
庄
栄
名
替
願
升
伜
名
代
願
之
事

　
　
付
、
伜
見
習
動
顛
之
事

一
、
牢
屋
床
御
汁
置
場
、
小
野
瀬
二
相
成
涙
単

一
、
御
高
社
司
墨
入
願
之
半

可
村
方
に
流
行
病
難
二
付
、
御
役
所
よ
り
御
札
被
万
願
之
事

一
、
酒
造
百
歩
一
冥
加
銀
披
仰
付
幹
事

一
、
百
姓
町
人
医
者
成
願
之
単

　
　
付
、
座
頭
、
針
術
、
按
摩
取
二
賎
奴
願
之
事

　
　
史
　
学
　
論
　
叢

八
九



を
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田
染
水
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九
〇

　
以
上
、
目
次
に
目
ｍ
え
る
六
九
項
目
の
内
に
は
、
目
次
が
設
定
さ
れ
て
い
乍
ら
、
内
容
記
述
の
見
え
な
い
ケ
条
（
例
え
ば
⑥
の
如
）

も
あ
る
。

　
「
水
鏡
」
は
、
先
述
の
如
く
、
組
夫
庄
屋
に
於
け
る
執
政
要
務
の
た
め
の
手
引
書
で
あ
り
、
そ
の
為
に
過
去
の
法
令
に
基
ず
い

て
事
柄
を
所
務
、
処
理
し
た
判
例
録
で
あ
る
。

　
従
っ
て
内
容
は
、
単
な
る
法
令
の
集
成
で
は
な
く
、
蕩
蕩
の
発
し
た
法
令
が
、
如
何
に
適
応
さ
れ
た
か
を
見
る
に
好
個
な
史
料
と

な
る
。

　
法
令
が
施
行
さ
れ
て
行
く
過
程
、
そ
の
法
令
に
対
し
て
、
遵
守
の
状
態
、
違
反
に
対
す
る
対
処
の
具
体
令
な
ど
を
如
実
に
示
す
例

も
数
多
含
ま
れ
て
い
る
。

　
具
体
例
と
し
て
引
用
す
る
法
令
や
、
そ
の
施
行
に
ま
つ
わ
る
事
例
の
年
代
的
な
例
は
、
享
保
期
を
上
限
と
し
、
覚
延
期
・
天
明
期

の
例
が
散
見
し
、
量
的
に
最
も
多
例
を
占
め
る
の
が
寛
政
期
。
・
文
化
期
で
あ
る
。

　
そ
の
表
現
の
比
較
的
多
い
事
例
は
、
例
え
ば
フ
打
倒
考
、
溺
死
・
溢
死
取
計
之
事
」
を
見
る
と

　
一
、
近
例
文
化
ハ
未
年
、
芝
崎
村
内
へ
行
倒
考
訂
之
、
届
書
山
峡
、
尤
番
人
付
置
峡
事
、
届
書
差
出
峡
上
ニ
テ
御
役
所
よ
り
、
御

　
　
　
徒
横
目
・
御
代
官
御
壱
人
宛
、
御
手
代
壱
入
御
遣
、
右
村
庄
屋
方
へ
御
越
訂
之
峡
夫
庄
屋
も
同
所
江
罷
出
、
夫
よ
り
御
一
同

　
　
　
二
場
所
へ
罷
越
、
御
立
今
中
、
死
骸
致
　
日
ｍ
分
致
庄
屋
宅
へ
引
取
て
、
最
初
見
出
峡
考
昇
脇
家
之
者
共
呼
出
御
吟
味
有
之
峡

　
　
　
て
口
書
出
来
、
村
役
人
共
ニ
テ
、
三
段
之
口
書
二
成
（
ド
賠
）



と
あ
り
、
行
倒
置
の
吟
味
の
経
過
が
明
示
さ
れ
る
。

　
こ
の
経
過
を
記
述
す
る
内
容
の
内
に
は
、
上
申
し
た
届
書
を
全
文
を
転
回
し
、
史
に
は
、
「
覚
」
と
し
て
、
行
倒
置
の
年
頃
、
風

貌
ま
で
明
細
に
し
た
内
容
の
実
検
書
ま
で
添
書
し
て
い
る
。

　
法
制
史
で
は
、
発
布
さ
れ
た
法
令
の
内
容
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、
そ
の
法
令
が
、
現
実
に
如
何
に
規
制
力
を
発
揮
し
、
適
応
さ
れ
た

か
が
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
執
晩
鐘
や
、
こ
の
「
田
染
水
鏡
」
等
の
ご
と
き
史
料
は
、
藩
法
の
施
行
の
実
態
を
翔
る
上
に
、
極
め
て
重

要
な
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
散
見
す
る
史
料
に
よ
る
と
、
近
世
期
村
方
役
人
（
庄
屋
層
）
の
中
に
は
、
幕
藩
の
法
的
忌
謀
に
触
れ
て
そ
の
職
務
を
罷
免
さ
れ
、

家
も
ろ
と
も
退
転
す
る
事
例
が
少
な
く
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
封
建
領
主
か
ら
、
村
雨
を
委
任
さ
れ
た
機
構
末
端
の
村
支
配
者
の
評
価
は
、
領
主
的
な
志
向
の
善
治
に
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
階
層
の
存
命
の
手
段
で
も
あ
り
、
志
向
で
も
あ
っ
た
。

「
鬼
と
な
り
、
冲
と
な
り
で
も
君
な
が
く
　
民
久
し
く
と
　
迅
ふ
余
り
に
」

と
口
ぐ
せ
の
如
く
、
諸
編
著
述
に
記
し
た
「
監
郡
右
置
」
の
著
者
・
小
串
後
段
の
志
向
は
ま
さ
に
こ
の
意
味
で
は
、
占
い
家
系
を
持

ち
・
、
か
つ
、
近
世
村
方
の
支
配
者
階
級
の
代
表
像
で
あ
り
、
「
田
染
水
鏡
」
と
て
例
外
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
ま
い
か
。

史
　
学
　
論
　
叢

九

一
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冷

　
　
　
　
　
　
『
田
染
水
鏡
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

註①
　
宇
都
宮
鏡
胴
及
び
朝
胴
の
伊
予
へ
の
転
封
策
の
失
敗
や
謀
殺
の
事
件
は
著
名
で
あ
る
。

②
　
『
大
友
家
文
書
録
』
等
に
よ
る
と
、
吉
弘
嘉
兵
衛
等
は
、
時
代
に
逆
行
す
る
挙
兵
は
無
謀
だ
と
諌
め
た
と
い
う
。
『
両
部
古
銭
』
文
禄
三
年
の
条
な
ど
。

③
後
藤
重
已
「
江
戸
初
期
の
豊
前
村
落
」
『
大
分
県
地
方
史
の
第
七
六
吋
』
。

④
細
川
氏
「
小
倉
落
日
記
」
。

⑤
　
細
川
氏
転
封
の
後
、
人
封
し
た
小
笠
原
氏
は
、
矢
政
に
よ
り
除
封
、
支
流
は
旗
本
時
枝
領
と
し
て
残
っ
た
。
『
宇
佐
市
史
・
中
巻
』
参
照
。

⑥
　
『
宇
佐
近
世
史
料
集
・
橋
津
氏
史
料
０
』
収
ヽ
島
原
落
法
令
・

①
③
豊
後
高
田
市
田
染
中
村
、
河
野
氏
所
有
文
書
。

⑨
　
後
藤
重
巳
「
飛
他
領
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
『
史
学
論
叢
・
第
七
号
』
。
河
野
氏
所
蔵
文
書
中
の
「
八
幡
社
寄
進
書
籍
目
録
」
な
ど
。

Ｅ
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